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昭和60年から２ヵ年計画で建設が進められていた蓬田村

農業者トレーニングセンターの落成記念式典が、去る７月

30日に行われました。

一部鉄骨の鉄筋コンクリート造で床面積が1,426.84平方

メートル、内アリーナ面積が902.09平方メートルであり、

バレーボールコートガ２面とれる広さです。さらに研修室、

舞台等が備わっており、各種会合や催しなど多目的に利用

できます。　　　　　　　　 一 関連記事は16ベーシー
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昭
和
六
十
一
年
度
一
般
会
計
当

初
予
算
は
、
三
月
二
十
日
に
定
例

議
会
で
原
案
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

地
方
に
お
い
て
は
、
地
域
社
会

の
総
合
的
な
経
営
主
体
と
し
て
、

住
民
生
活
に
直
結
す
る
様
々
の
分

野
で
広
範
な
事
業
を
推
進
す
る
任

務
を
負
っ
て

お
り
、
生
活
関
連
公

共
施
設
の
整
備
、
と
り
わ
け
、
個

性
豊
か
な
活
力
あ
る
地
域
社
会
の

形
成
を
図
る
た
め
に
必
要
な
施
設

整
備
に
つ
い
て
は
、
計
画
的
か
つ

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

本
村
に
お
い
て
も
経
常
経
費
の

節
減
を
図
り
、
昭
和
六
十
二
年
開

通
の
津
軽
海
峡
線
対
策
と
し
て
、

道
路
、
踏
切
等
の
拡
巾
の
た
め
の

事
業
を
計
上
し
て
い
る
た
め
、
本

年
度
は
前
年
度
当
初
予
算
と
比
較

し
て
十
八
・
五
％
の
大
幅
増
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。

村

の
課

す
る

こ
と

の
で

き

る
地

方

税
で

、
今

年
度

は
歳

入

の
占

め

る
割
合

は

Ｉ
〇

・
〇
計

で
約

一

億

五

千
五

百
万

円

が
見
込

ま

れ
て

い

ま
す

。
こ

れ
は
前

年
度

当

初
予
算

比

較

（
以
下

「
前

年
度

比

」
と

い

う
。
）

で

は
八
・
三
五
計

の
増

に
な

り
ま

す
。

こ

れ

は
、
村

が
第

三
者

か

ら
資

金
を

借

り
入

れ
、

そ
れ
を
長

期

に

わ

た
っ
て

負
担

す

る
債
務

を
言

い

ま
す

。
借

り
入

れ

に
当

っ
て

は
、

地

方

財

政

法

に

よ

る
制

限

が

あ

り
、村

が
自
由

に
起
債
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ

ん
。今
年

度
は
約

一
億

四
千

二
百
万

円

か
計

上

さ
れ
前

年
度

比

六
二
特

増

と
な

っ
て

お
り

ま
す

。

以
上

の

ほ

か
に
道

路
関
係

費

に

充

て

る
こ

と
と

さ
れ
て

い
る
地

方

譲

与
税

、
自

動
車

取
得

税
交

付
金

、

村
営
住
宅
等
の
使
用
料
、
ま
た
、

負
担
金
、
手
数
料
、
繰
入
金
、
繰

越
金
な
ど
が
あ
り
、
こ
れ
ら
を
合

計

す
る
と
十
五
億
五
千

八
百
万
円

と
な
り
ま
す
。

こ
の
中

に
は
、
役
場
管
理
全
般

の
経
費
、
徴
税
経
費
、
戸
籍
関
係

経
費
、
選
挙
費
、
統
計
関
係
費
、

ス
ク
ー
ル
バ
ス
等
の
自
動
車
管
理

経
費
、
交
通
安
全
対
策
経
費
等
さ

ま
ざ
ま
な
経
費
が
含
ま
れ
て
お
り

今
年
度
は
二
億
三
千
百
万
円
か
計

上

さ
れ
て

い
ま

す
。
前

年
度
比

福
祉
関
係
予
算
が
大
部
分
を
占

め
、
村
社
会
福
祉
協
議
会
補
助
金

や
重
度
医
療
費
助
成
等
の
社
会
福

祉
費
、
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
費
や
家

庭
奉
仕
員
派
遣
事
業
、
老
人
憩
の

家
運
営
費
等
の
老
人
福
祉
費
、
国

民
年
金
事
務
取
扱
費
、
児
童
手
当

及
び
保
育
所
・
児
童
館
運
営
経
費

と
し
て
児
童
福
祉
費
が
含
ま
れ
ま

す
。
前
年
度
比
三
・
一
打
増
の
一

億
三
千
五
百
万
円
が
計
上
さ
れ
て

い
ま
す
。

献
血
活
動
実
施
の
た
め
の
保
健

衛
生
費
、
予
防
接
種
や
簡
易
水
道

水
質
検
査
等
の
予
防
費
、
環
境
衛

生
費
、
母
子
衛
生
費
、
保
健
対
策

推
進
費
、
老
人
保
健
事
業
費
等
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
経
費
は
み

な
さ
ん
の
健
康
増
進
、
蟹
田
地
区

環
境
整
備
事
務
組
合
（
ゴ
ミ
・
し

31年度当初予算

歳
　
　
入

昭和61年度一般会計予算

Ｊ

歳
　
　

出

四
　
衛
　

生
　

費

三
　

民
　

生
　

費

六
・
六
釣
増

と

な

っ
て

お
り

ま
す

。

二
　

総
　
務
　

費

こ
こ

に
は
議

会
運

営
経

費

と
事

務
局

経
費
が
計
上

さ
れ
て

い
ま

す
。

議
会

の
審

議
内

容

や
一

般
質

問
は

「

議
会

だ
よ

り
」

で
村

民
の

み

な

さ
ん

に
お
知

ら
せ

し
て

い

ま
す

。

今
年
度

予

算
額

は
四

千

九
百

万

円

で

す
。

一
　

議
　

会
　

費

前
述
の
よ
う
な
内
容
で
歳
入
が

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
他
方
そ

れ
に
見
合
っ
た
歳
出

が
予
定
さ
れ

ま
す
。
予
定
さ
れ
る
と
い
う
こ
と

は
、
予
算
化

さ
れ
る
と
い
う
こ
と

で
あ
り
、
予
算
が
行
政
の
計
画
書

で
あ
る
と
い
う
意
味
に
も
な
る
の

で
す
。
そ
こ
で
、
歳
出
で
予
算
化

さ
れ
て
い
る
主
な
事
業
を
目
的
別

に
ひ
ろ
い
あ
げ
て
み
ま
し
ょ
う
。

四
　

村
　
　
　

債

村
の
支
出
す
る
特
定
の
経
費
に

対
し
て
、
国
が
負
担
交
付
す
る
一

切
の
支
出

が
国
庫
支
出

金

で
あ

り
、
県
が
負
担
交
付
す
る
も
の
が

県
支
出
金

と
言

わ
れ
る

も
の
で

す
。
農
業
構
造
改
善
事
業
（
補
助

事
業
）
の
支
出
金
が
多
く
な
っ
て

お
り
、
前
年
度
比
五
二
・
七
四
釘

増
の
三
億
三
千
三
百
万
円
か
計
上

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

三
　

国
庫
・
県
支
出
金

こ

れ
は
国
税
三
税
（
所
得
税
・

法
人
税
・
酒
税
）
の
一
定
割
合
を

交
付
す
る
も
の
で
あ
り
、
今
年
度

は
七
億
二
千
五
百
万
円
を
見
込
ん

で
い
ま
す
。
歳
入
の
半
分
弱
の
四

六
・
五
計
を
占

め
、
村
の
収
入
の

中
で
は
い
ち
ば
ん
大

き
な
比
率
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

二
　
地
方
交
付
税

一
　

村
　
　
　

税

15億5千8百万円でスター

ト



歳
出
予
算
の
約
三
〇
暫
を
占
め

て
お
り
、
本
村
の
特
徴
が
第
一
次

産
業
主
体
で
あ
る
こ
と
を
あ
ら
わ

し
て
い
ま
す
。
主
な
も
の
と
し
て

次
の
事
業
が
あ
り
ま
す
。

○
農
免
農
道
整
備
事
業

○
た
め
池
整
備
事
業

○
郷
沢
特
排
事
業
補
助
金

○
部
分
林
造
林
事
業

○
沿
岸
漁
業
振
興
対
策
補
助
金

○
農
業
構
造
改
善
事
業
に
よ
る

ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
・
推
肥
セ

ン
タ
ー
・
農
業
者
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
建
設
補
助
金

等
の
建
設
事
業
の
ほ
か
に
、
草

農
林
水
産
業
費
の
次
に
建
設
事

業
予
算
を
計
上
し
て

い
る
の
が
土

木
費
で
あ
り
、
次
の
よ
う
な
事
業

が
あ
り
ま
す
。

こ
の
中
に
は
、
本
村
八
分
団
の

運
営
経
費
と
青
森
地
域
消
防
事
務

組
合
に
対
す
る
負
担
金
等
が
含
ま

れ
て
い
ま
す
。
地
域
防
災
対
策
と

し
て
の
消
防
施
設
整
備
の
た
め
、

防
火
水
槽
及
び
モ
ー
タ
ー
サ
イ
レ

ン
の
設
置

が
見
込

ま
れ
て

い
ま

す
。
予
算
額
は
前
年
度
比
三
・
五

習
増
の
五
千
三
百
万
円
で
す
。

こ
の
中
に
は
学
校
教
育
費
と
社

会
教
育
費
及
び
保
健
体
育
費
が
計

上
さ
れ
て
い
ま
す
。

学
校
教
育
に
関
す
る
も
の
で
は

●
教
育
総
務
費
三
千
三
百
万
円

●
小
学
校
費
　
一
千
七
百
万
円

●
中
学
校
費
　
一
千
七
百
万
円

●
幼
稚
園
費
　
一
千
七
百
万
円

と
な
り
、
主
な
事
業
と
し
て
は

○
小
学
校
体
育
館
屋
根
塗
装
工

事
○
中
学
校
体
育
館
更
衣
室
改
築

工
事

○
幼
稚
園
屋
根
ト
タ
ン
張
替
工

事
及
び
園
舎
一
部
解
体
工
事

等
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

社
会
教
育
に
関
す
る
も
の
と
し

て
は
、
子
供
会
・
婦
人
会
・
青
年

団
体
連
絡
協
議
会
・
蓬
田
大
館
発

掘
調
査
等
各
種
補
助
金
及
び
公
民

館
活
動
経
費
等

が
含
ま
れ
ま
す
。

保
健
体
育
費
と
し
て
は
、
体
力

向
上
の
た
め
の
各
種
ス
ポ
ー
ツ
教

室
開
催
経
費
、
村
民
体
育
祭
運
営

費
、
給
食

セ
ン
タ
ー
維
持
管
理
の

た
め
の
繰
出
金
、
村
営
ス
キ
ー
場

建
設
工

事
費
等
が
計
上
さ
れ
て
い

ま
す
。

こ
れ
ら
教
育
費
総
額
は
、
前
年

度
比
七
・
七
賢
増
の
一
億
七
千
万

円
で
す
。

○
こ
れ
ま
で
説
明
し
た
ほ
か
に
、

出
稼
者
対
策
と
し
て
の
労
働
費
、

村
の
商
工
業
振
興
及
び
観
光
対
策

の
た
め
の
商
工
費
、
災
害
復
旧
費

公
債
費
、
予
備
費
が
あ
り
ま
す
。

61年度当初予耨

八
　

教
　
育
　

費

五
　

農
林
水
産
業
費

尿
処
理
・
斉
場
）
に
対
す
る
負
担

金
等
の
生
活
環
境
整
備
の
た
め
に

支
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
年
度
は

前
年
度
比
九
、
三
回

増
の
五
千
八

百
万
円
で
す
。

六
　
土
　

木
　

費

地
管
理
費
、
農
業
委
員
会
費
、
水

田
利
用
再
編
対
策
費
等
が
あ
り
、

総
額
四
億
六
千
六
百
万
円
で
前
年

度
比
一
七
・
八
郷
増
と
な
っ
て
い

ま
す
。

七
　

消
　

防
　

費

○
板

木
沢

川

改
修
工

事

○
蓬

田
川

河
川

改

修
工

事

○
海

峡

線
対

策
道

路
改
良

工

事

旦

逢
田
漁

港
改

修

事
業
負

担

金

○
板

木
沢

川

鉄
橋

改
修
負

担

金

○
国

鉄
踏

切

改
良
工

事
負

担

金

こ

の
ほ

か
に
道

路
維

持

補
修
工

事
、
除

排
雪

経
費

、
村

営
住

宅
管

理
経
費

等

が
あ

り
、
総

額
で

は

、

前

年
度

比
二

〇
三

・

一
八
暫

増

の

二
億

六
百

万
円
と

な
っ
て

い
ま

す
。

浬

歳　 入
歳　　　　　　　　　　　 出 主 な 建 設 事 業

（投　 資　 的　 経　 費）　 （単位: 千円）生　質　 別 目　 的　 別

村　 税

155,673千円

(10.0 ％) 人　 件　 費

491,-699千円

(31.5%)

ツ ご こ汐｡ ）
49,316 千円

/ ・カーブ ミラー 設置　　　225

/:詰膃円 台　　 噐総務 費∧

9％）

231,530 千円

/

・農免農道 整備　　　　　10,368

・中の沢 ため 池整備　　　7,979

・宮 本ため 池整備　　　　　8,080

・ライスセンター建設補助　158,015

・堆 肥セ ンター建設補助　22,016

・ 農業 者トレ ーニン グ

セ ンター建設　　　　145,085

・ 県営 農道負担金　　　　　2,320

・ 郷沢地 区特別排水

対 策事業補助　　　　　　4,000

・ 村営 部分林　　　　　　　2,160

・ 沿岸漁業振興対策

・ 事業 補助　　　　　　　　3,248

地方交付 税

725,000千 円

(46.5%)

二三
jﾘ 多./ てｼﾞ(3.8％)

58,733 千円

公　 債　 費

165,226 千円

印.6%)

農林 水産
業　　 費

(29.9%)

466,401 千円

物　 件　 費
113,631千 円
(7.4%) /

・ 板木沢川改修　　　　　27,000

・ 広瀬急傾斜地崩壊

防止事業負担 金　　　　3,000

・ 蓬田 港改ｨl 負担金13,400

・ 蓬田川河川改修　　　　33,500

・ 板木沢川国鉄 橋改修

負担金　　　　　　　　　16,682

・ 広瀬地区排 水路整備　　12,155

・海峡線対策道 路改良　　30,000

＼ ・国鉄踏切改良工事負担金24,000

補　 助　 費

115,567千 円
(7.3%')

国庫支出金

38,297 千円本投

資

的

経

費

補助事業

370,956 千円

(23.8%)

土木費∧

3.2%)

206,496 千円

(2.5%)｣

県 支 出 金
295,415千円
(19.0 ％)

ツ づ壮言。
繰　 入　 金

107,600千円
(6.9%)

教育 費口

O％ ）

170,731千円

＼ ・防 火水そぅ 設置　　　　　5,400

・モー ターサ イレ ン設置1,260

村　　　 債

141,900千円

(9.1%)

単独事業

198,613 千円

(12.7%)

・小学校 屋根塗装工事　　1,382

・幼 稚園屋根ト タン張替　2,077
＼

・ スキー場 設置　　　　　10,678公債費口

6％）

165,226 千円そ　 の　 他

94,442 千 円 斤目　1撲
そ　 の　 他

102,635千円

(6.7%)
その他(1.3%)

21,364 千円

合　 計
1,558,327千円

合　　　 計
1,558,327 千円



特 別 会 計 予 算

国保特別会計

学校給食センター特別会計

老人保健特別会計

61年度当初予算 ･ぶ



あ

た

ら

し

い

先

生

が

た

を

ご

紹

介

し

ま

す

。

①
前

任
校

青
森

市
立

筒
井

南
小

学
校

②
現
住

所

蓬

田

村
大
字

阿

弥
陀
川

字

汐
千

一
九

八

③

蓬
田

村

の
印
象

・
抱

負

初

め
て

校
舎
正

門

の
「

学
不

朽
」

の
碑

文

に
接
し

、

そ
の
語
義

と

雄

渾

な
筆
致

に

、
教
育

立
村

の
イ

メ

ー

ジ
が
鮮

明

に
浮

か
ん

だ
。

「
学

不
朽

」
、

こ
の

時
代

を
超

え

①
前
任
校

蟹
田
町
立
蟹
田
小
学
校

②
現
住
所

蓬
田
村
大
字

郷
沢
字
浜
田
一
四

た
不

易

な

る
も
の

を
し

っ

か
り
と

み

つ

め
、
二

十
一
世

紀

を
生

き

る

子

ど
も

を
育

て
て

い

き
た

い
。

☆
　

先

人
の

遺
徳

に
感

謝
し

、
そ

の
業

績

を
大
切

に
し

、

郷
土

を
愛

す
る
心

☆
　

や

さ
し

さ
が

あ
っ

て
思

い
や

り

が
あ

り
、
礼

儀
正

し

く
、
公

共

の

た
め

に
尽

く
す
心

☆
　

好
奇

心

が
強

く
、
自

分
で

考

え
判

断
し

、
難

し

い
こ

と
に

も
挑

戦
し

、
学

習

（
仕
事

）

に
没
頭

す

る
子

ど

も
。

子

ど

も
を
取

り
巻

く
自

然
、

社

会

（
学
校

・
家
庭

・
地

域

）

が
教

育

に
お
よ

ぼ
す
影
響
大

な
る
こ

と

か
ら

、
そ
れ

ぞ
れ
が
役

割

を
担

い
、

学

社

一
体

と

な
っ
て
取

り

組
ん

で

い
き
た

い
も
の
と
念
願
し

て
い
る
。

二
の

ご
二

③

蓬
田

村

の
印
象

・
抱

負

自

然
環

境

に
恵

ま

れ
た
蓬
田

村

の
子

ど

も
た

ち

は
、

と
て
も
礼

儀

正
し

く
思

い

や
り

の
あ

る
心

や

さ

し

い
子

ど
も

た
ち

が
、

い
っ

ぱ

い

い
ま
す

。

こ

の
よ

う

な
土
地

に

い
て
真

の

人
間

教
育

が

で
き

る
私

は
、

と
て

も

幸
せ

に
感
じ

て

お
り

ま
す

。

学

力

向

上

も

大

切

で

は

あ

る

が

、
現
代

社
会

に
要

求

さ
れ
て

い

る
人

間
教

育

（
心
情

、
判
断

、
実

践

①
前

任
校

平

内

町
立

山

口
小
学

校

②
現

住
所

青
森

市
油
川

字

浪
岸

十
二

の

八

③
蓬
田

村

の
印
象

・
抱

負

平

野

が
広

が
り

、

そ
れ

を
山

々

が
囲

み
、
有
名

な
川

が
海

に

注
ぎ

、

化
）

を
重
視

し

な

が
ら
。

よ

り
よ

い
蓬
田

教
育

を

さ
ら

に
充

実

さ
せ

る
よ

う
、
村

民
の

一

人
、
否

、

教

師
と
し

て
村

教
育

発
展

の

た

め
に

頑

張
り
た

い
と
思
っ
て

お
り

ま
す
。

み

な
さ

ま
の
ご

協
力

よ

ろ
し

く

ぉ

願

い
申
し

上
げ

ま

す
。

玉
松
台
の
海
水
浴
場
か
お
る
。

春
、
山
菜
と
い
え
ば
、
よ
く
蓬

田
村
の
名
称
を
耳

に
し
た
も
の
で

す
。
子

ど
も
達
に
と
っ
て
、
自
然

に
親
し
め
る
め
ぐ
ま
れ
た
環
境
に

あ
る
も
の
と
思
う
。
静
か
な
た
た

ず
ま

い
の
中

に
ふ
学
校
が
あ
る
。

子
ど
も
達
は
ど
の
子

も
元
気
よ

く
あ

い
さ
つ
し

て
く

れ
ま
す
。

朝
・
帰
り
は
、
私

も
運
転
し
な
が

ら
お
じ
ぎ
を
せ
ざ
る
を
え
な
く
な

り
ま
し
た
。
さ
ら
に
は
地
域

の
皆

蓬
田
村
大
字
蓬
田
字
汐
越
五

③
蓬
田
村
の
印
象
・
抱
負

蓬
田
村
は
、
海
沿
い
に
の
び
て

い
る
村
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、

一
歩
内

に
は
い
る
と
、
田
ん
ぼ
が

広
々
と
ひ
ろ
が
っ
て
お
り
、
驚
き

ま
し
た
。
蓬
田
村
は
海
と
山

と
を

あ
わ
せ
も
つ
す
ば
ら
し
い
所
だ
と

感
じ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
持
っ
て
い
る
明

る
く
素
直
な
面
を
伸
ば
し
つ
つ
、

平
舘
村
大
字
平
舘
字
後
田
二

③
蓬
田
村
の
印
象
・
抱
負

海
彑

咼
々
と
そ
び
え
た
つ
山
々

を
臨
み
、
そ
れ
を
う
め
つ
く
す
か

の
よ
う
に
広
が
る
水
田

と
、
豊
か

な
自
然
環
境
の
蓬
田

。

新
採
用
で
蓬
田
小
学
校
に
赴
任

し
ま
し
た
。
何
事
も
初
め
て
の
こ

と
な
の
で
惑
う
こ
と
も
多
く
不
安

な
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
毎
日
、

子

ど
も
た
ち
の
元
気
な
声
と
明
る

い
笑
顔
に
ふ
れ
て
、
ま
た
そ
れ
に

励
ま
さ
れ
な
が
ら
が
ん
ば
っ
て
い

ま
す
。

蓬
田
小
の
子
ど
も
と
と
も
に
一

歩
ず
つ
前
進
し
な
が
ら
、
明
る
く

自
主
性
あ
る
子
ど
も
に
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
も
ち
前
の
明
る

さ
と
若
さ
で

が
ん
ば
り
ま
す
の
で

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

「

自
分

か
ら
が

ん
ば

る
子
≒

け
じ

め
の

あ

る
子

」
「
心

の
優

し

い
子

」

を
目

ざ
し
て

尽
力

し
て

い
き
た

い

と
思

い
ま

す
。

あ たら し い先 生をご 紹 介し ますＪ

①
前
任
校
（
ナ
シ
）

新
採
用

②
現
住
所

①
前
任
校

三
厩
村
立
三
厩
小
学
校

②
現
住
所

様

も
あ

い
さ

つ
し
て

く

れ
ま
す

。

何

か
さ

わ
や

か
さ
を

感
じ

ま
す

。

子

ど
も

達
と

一
緒

に

な
っ
て

い

ろ

い
ろ
と

勉
強

さ
せ

て

い
た
だ

き

ま
す

。
分

か
ら

な
い
こ

と

が
多

く
、

教
え

ら

れ
る
こ

と

が
た
く

さ
ん

あ

る
と
思

い

ま
す

。
何
卒

宜
し

く

お

願

い
申

し
上

げ
ま

す

。

小
学
校

桜 田 純 司

校長教諭

福 士 鉄 造

葛 西 美 峰

教諭 教諭

柿 崎 武 治

教諭

斉 藤　 出



中
学
校

①

前
任

校

平

内
町

立
浦

田
中

学
校

②
現

住

所

青

森
市

桜
川

九
丁

目
三

の

四
十

③

蓬
田

村
の

印
象

・
抱

負

着

任
以

来
何

度

か
玉
松

精

神
と

い
う
言
葉

を
聞

き

ま
し

た
。
玉

松

精

神
は
、
一

つ
所

に
懸
け

る
気

心
、

覚
悟

の
よ

う

な
も

と
し
て

現
在

考

え

ら

れ
て

い

る
よ

う
で

す
。
実

際
、

現
象

と
し

て

は
、
時

代

と
共

に
い

ろ

い
ろ

な
現

わ
れ
方

を
し

た

と
し

て

も
、

そ
の
根

本

の
精
神

は
同

じ

も

の
だ

と
思

い
ま

す
。

そ
う
し

た

意
味

で

み
な

さ
ん

が
大

切

に

さ

れ

て

い
る
こ

と

と
理
解

で

き
ま

す
。

今

回

家

庭

訪

問

で

お

会

い

し

て

、
ど

な
た

も
非
常

に

お
だ

や
か

な

も
の
静

か

さ
を
感

じ

さ
せ
ら

れ

ま
し

た
。
そ
の
心
が
子
供

た
ち
に
も

映
っ
て

い
る
よ
う

に
思

い
ま
し
た
。

趣

味

は
現
在

の

と
こ
ろ

写
真

を

写

す
こ
と

で

す
。
同

志

が
ほ
し

い

気
持

ち

で
す
。

①
前
任
校
（
ナ
シ
）

新
採
用

②
現
住
所

蓬
田
村
大
字
蓬
田
字
宮
本
四
十

一
の
十
五

③
蓬
田
村
の
印
象
・
抱
負

青
森
市
か
ら
北
上
す
る
と
、
右

手
に
海
、
左
手
に
山
を
臨
む
、
こ

の
南
北
に
連
な
る
蓬
ｍ

村
に
赴
任

し
て
来
て
、
早
く
も
ふ
た
月
に
な

ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
よ
う
や
く

こ
ち
ら
の
生
活
に
も
慣
れ
て

き
ま

し
た
が
、
冷
た
い
『
や
ま
せ
』
と

屋
根
を
も
吹
き
飛
ば
し
そ
う
な
強

い
西
風
に
は
、
今
だ
に
お
手
上
げ

と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

農
業
が
生
活
の
柱
と
な
っ
て
い

る
蓬
田
村
に
お
い
て
は
、
こ
の
よ

う
な
気
候
は
、
招

か
ざ
る
客
、
い

や
、
親
の
敵
に
も
相
当
す
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
し
か
し
、

毎
日
、
天
候
に
気
を
揉
み
な
が
ら

も
、
決
し
て
弱
き
に
な
ら
な
い
力

強

さ
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、

教
育
に
対
し
て
も
、
と
て
も
熱
心

で
、
私
自
身
も
学
ぶ
べ
き
点
が
幾

つ
も
あ
る
よ
う
に
思

い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
忙
し
い
日
々
が
続
く

と
思

い
ま
す
が
、
力
強
く
、
逞
し

い
村
の
ま
ま
で
い
て
欲
し
い
と
思

い
ま
す
。

四
月
八
日
の
夕
方
に
東
青
教
育

事
務
所
か
ら
突
然
電
話
が
あ
り
、

四
月
九
日
付
け
で
、
理
科
の
代
打

臨
時
講
師
に
な
り
ま
し
た
。
も
う

一
ヵ
月
以
上
も
過
ぎ
、
蓬
田
の
生

活
に
も
、
だ
い
ぶ
慣
れ
て

き
ま
し

た
。陸

上
部
の
顧
問
に
な
り
、
生
徒

だ
ち
と
、
日
の
暮
れ
る
こ
ろ
ま
で

外
に
い
る
わ
け
で
す
。
四
月
五
月

と
季
節
が
過
ぎ
て
い
く
に
つ
れ
、

微
妙
に
、
自
然
の
変
化
と
い
う
も

①
前
任
校
（
ナ
シ
）

新
採
用

②
現
住
所

蓬
田
村
大
字
蓬
田
字
宮
本
四
十

一
の
十
五

③
蓬
田
村
の
印
象
・
抱
負

の

が
感

じ
ら

れ
ま

す
。

マ
ラ
ソ

ン

コ

ー
ス
を

走

っ
て

い
く
と

、
桜

の

花

が

き

れ

い

に

咲

い

て

い

ま
し

た
。

も
う
田

植

え
を

し
て

い

る
姿

が
あ

り
ま
し

た

。
こ

の
ま

え

は
生

徒

だ

ち
と
ワ

ラ

ビ
や
、

タ

ラ
の
芽

を
と

り
に

い
っ

て
き

ま
し

た
。
青

森

市
内

で

は
感

じ
ら

れ
な

い
、
自

然

が

は
だ

で
感

じ
ら

れ
ま

す
。

と

て

も

す
ば
ら

し

い
こ

と
だ

と
思

い

ま

す

。
一
年
間

生

徒
だ

ち

と
共

に
、

自

然

を

楽

し

み

た

い

と
思

い

ま

す
。

分
月
の
納
税

村
県
民
税
第
二
期
分

国
民
健
康
保
険
税
第
二
期
分

※
　
納
期
限
は

八
月
三
十
一
日
で
す

○
　

税

の
相
談

は
税

務
相

談
室

へ

「
住
宅

取
得

控
除

を
受

け

る
た

め
に
は

ど
う

す

れ
ば
よ

い

か
」

と

か
「
土
地

や
建

物

を
売

っ
た

と

き

の
税
金

は

ど
う

な
る

の
か
」
な

ど
、

税
金

に
関
し

て

お
分

か
り

に
な

ら

な

い
点

は

あ
り

ま
せ

ん

か
。

こ

の
よ

う
な
税

金

に
関

す

る
相

談
の
窓

口

と
し

て
、

国
税
局

や
主

要

都
市

の
税

務
署

に
は

「
国
税

相

談
室

」

が
設

け

ら

れ
て

い
ま

す
。

税

に

関

す

る

こ

と

は

テ

レ

ホ

ン

ー
サ

ー

ビ
ス
で

お
気
軽

に
ご

相

談

く
だ

さ

い
。

国

税
だ
よ

り

税
務
相

談

室
青
森

分

室

（
○

一
七

七
）
二
三
ｉ

二
三

七

九

税
務

相
談

室

八
戸

分

室

（
○

一
七

八
）
四

五
－

八

七
六

六

税に関 する相談は、どこの税務 相談

室でもできますし 、費用は無料 です。

お気軽にご利用ください。

あたらしい先生をご紹介しま雉 夕

税
務
課
だ
よ
り

教　　　　 諭

工 藤　 博

箭　　　　 諭

鈴 木 健 司

諧　　　　 師

伊 藤 忠 之



第七回交通安全駅伝大会

蓬
田
村
青
年
団
体
連
絡
恊
議
会

彑

逢
田
村
子
供
会
育
成
連
絡
協
議

会
等
が
主
催
す
る
第
七
回
蓬
田
村

交
通
安
全
駅
伝
大
会
が
七
月
六
日

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

昨
年
ま
で
は
青
年
会
の
部
と
子

供
会
の
部
が
分
か
れ
て

い
ま
し
た

が
、
今
回
は
合
同

に
よ
る
競
技
と

な
り
、
各
チ

ー
ム
と
も
十
人
編
成

で
健
脚
を
競
い
ま
し
た
。

駅
伝
終
了
後
、
交
通
少
年
団
の

皆
さ
ん
が

。
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
冠
ぶ

ろ
う
、
シ
ー
ト

ベ
ル
ト
を
締
め
よ

う
”
の
標
語
入
り
絆
創
膏
と
仁
丹

を
道
行

く
ド
ラ
イ
バ
ー
に
手
渡
し

交
通
安
全
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

成　績　表

順位 チーム名 順位 チーム名

１ 広　瀬チーム ５ 阿弥陀川チーム

２ 蓬　田　 μ ６ 郷　　 沢　μ

３ 中　沢　 μ ７ 長　　 科　 μ

４ 瀬辺地　 μ ８ 高　　 根　μ

区間賞

区間 氏　　 名 チーム名 タイム

１区 坂本　幾子 中 沢 子 ど も 会 ５分24秒

２区 越田　信也 広 瀬 子 ど も 会 ５分24秒

μ 坂本　　 満 中 沢 子 ど も 会 ５分24秒

３区 福井　昭仁 郷 沢 青 年 会 15分14秒

４区 坂本　孝麿 中 沢 子 ど も 会 ６分24秒

５区 佐井美智子 広 瀬 子 ど も 会 ７分42秒

μ 武井美喜子 蓬 田 子 ど も 会 ７分42秒

６区 中村　大八 蓬 田 青 年 会 12分14秒

７区 田中りみ子 瀬 辺 地 青 年 会 ４分31秒

８区 坂本　勝将 中 沢 子 ど も 会 ８分39秒

９区 八戸　　 令 阿弥陀川子ども会 ８分26秒

10区 八戸　邦彦 μ　　　青 年 会 13分５秒

窮７回駅伝大会ノ



遭
難
事
故

が
発
生
し
ま
す
と
大
勢
の
人
達
に
迷
惑
を
か
け
る
ほ
か
捜
索

の
た
め
の

ぼ
う
大
な
費
用
は
本
人
や
家
族
の
負
担
に
な
り
ま
す
。

〔
入

山

十

章
〕

一

、
天

気
予
報
は
よ
く
確
か
め

る
。

二
、
薄

着
を
し
な
い
、
簡
易
雨
衣
、

マ
ッ
チ

の
ほ
か
食
糧

を
多
め
に
も
つ
。

三
、
家
族

や
駐
在
所
、
部
落
会
長
等
に
山
の
コ

ー
ス
、
帰

宅
時
間
、

同
行
者
を
知
ら
せ
て

お
く
。

四
、
地
理
の
わ

か
ら
な
い
山
に
は
入
ら
な

い
。

五
、
自
分
の
体

力
に
合
っ
た
行
動
を
す

る
。

六
、
団
体
の
と

き
は
、
集
合
時
間
、
場
所
、
コ

ー
ス

等
を

よ
く
打
合
せ
、

必
ず
守
る
よ
う
に
す
る
。

七
、
山
に
入
っ

た
ら

お
互
に
呼
び
合
っ
て
、
位
置
を
連

絡

（

、
天
候
が
悪
く
な
り
そ
う
な

と
き
は
早
く
き
り
あ
げ

る
。

九
、
道
に
迷
っ
た
ら
、
無
理
を
せ

ず
に
、
火
を
燃
や
す
な

ど
し
て
救
助
隊
に
知
ら
せ

る
方

法
を
と
る
。

十

、
帰
宅
予
定
時
刻
を
過
ぎ
て
も
帰
ら

な
い
と
き
は
す
ぐ

警
察
に
知
ら
せ
る
。

青
森
県
山
岳
遭
難
防
止
対
策
協
議
会

蟹
　
田
　

支
　

部

蟹
　

田
　

警
　

察
　

署

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
回
て
り

生
涯
学
雀
頷
座
に
秘
江
μ
ヌ
頷
生
を
潟
肆
し
て
い
ま
す
‘

▽
生
涯
学
習
講
座

教
養
と
趣
味
を
深

め
る
た
め
の
通
信
講
座
で
、
二
十
四
講
座
が
あ
り
ま
す
。

書
道
、
硬
筆
、
絵
画
、
囲
碁
、
園
芸
、
写
真
、
ビ
デ
オ
、
母
と
子
の
書
き
方
、
母
と
子
の
リ
ズ
ム
あ
そ
び
、

俳
句
、
短
歌
、
川
柳
、
漢
詩
、
仏
典
入
門
、
古
典
、
美
し

い
日
本
語
、
文
章
、
小
論
文
、
作
文
セ
ミ
ナ
ー
、

国
語
、
日
本
史
、
古
代
、
英
語
、
数
学
、
簿
記
、
リ
ー
ダ
ー
養
成
塾
、
俳
句
友
の
会
、
短
歌
友
の
会

申
込
受
付
は
八
月
十
五
日

（
金
）
～
十
月
十
五
日
（
水
）

▽
海
外
受
講
コ
ー
ス

海
外
在
留
の
高
校
生
の
た
め
の
「
海
外
特
科
生
」
と
社
会
人
の
た
め
の
「
生
涯
学
習
講
座
」
の
二
コ
ー
ス
が

あ
り
ま
す
。

☆
「
海
外
特
科
生
」
コ
ー
ス
は
、
海
外
在
留
の
高
校
生
が
帰
国
後
の
学
習
、
進
学
に
備
え
る
も
の
で
、
「
現
代
文
」

「
日
本
史
」
な
ど
二
十
二
科
目
を
選
ん
で
勉
強
し
ま
す
。

締
め
切
り
日
は
九
月
三
十
日
で
す
。

☆
「
生
涯
学
習
講
座
」
コ
ー
ス
は
、
海
外
在
留
の
皆
さ
ん
に
ご
利
用

い
た
だ
け
る
よ
う
に
昭
和
六
十
一
年
春
か

ら
開
講
し
た
も
の
で
、
親
子
で
一
緒
に
学
ぶ
「
楽
し
い
母
と
子
の
書
き
方
」
、
楷
書
に
親
し
む
「
硬
筆
」
、
文

章
表
現
を
豊
か
に
す
る
「
文
章
」
、
「
俳
句
」
と
「
短
歌
」
の
入
門
コ

ー
ス
の
五
講
座
十
コ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

締
め
切
り
日
は
十
月
十
五
日
で
す
。

▽
詳
し
い
案
内
書
は
七
月
中
旬

か
ら
お
届
け
し
ま
す
。

案
内
書
を
ご
希
望
の
方
は
、
〒
一
八
六
東
京
都
国
立
市
富
士
見
台
ニ

ー
三
六
　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
八
Ｅ
六
十
一
係

に
講
座
名
、
あ
な
た
の
住
所
、
郵
便
番
号
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
（

ガ
キ
に
記
入
し
て
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

案
内
書
は
無
料
で
す
。
ま
た
、
受
講
予
約
の
受
付
も
い
た
し
ま
す
の
で
、
広
報
係
ま
で
お
電
話
く
だ
さ
い
。

○
四
二
五
－

七
二
－

三
一
五
一
　（
代
表
）

交通事故のご相談は

お気軽にどうぞ

無料でご相談に

応じております

午前9 時半～午後4 時40分(平日)

土曜日は正午まで(第2 土曜日は休みます)

0 専門の相談員が親身になってご相談に応じます

0 弁護士相談日: 毎月第4 水曜午後譜 ～4 時

鬪 日本損害保険協会

青森自動車保険
請求相談センター

青森市中央一丁目23－ 5

明治生命青森中央ビル5階(市役所東寄り100m 位)

青森調査事務所内

00177  ― 22― 1025 (直通) 0177-76-4391

汐お 知らせ

山
菜
と
り
は
事
故
な
く
楽
し
く

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園

の
通
信
講
座
で
学
習
を
／

電話のご相談もお受けします



青森地方裁判所だより
Ａ
　

今

年

は
衆

議
院

議
員

と
参

議

院
議

員

の
選

挙

が
同

時

に
行

わ

れ
ま
し

た
し

、
来
年

も

統
一
地

方
選

挙

が
行

わ
れ

る
よ

う
で

す

が

、
選
挙

の
度

に
「
公

明

選
挙

」

が
叫

ば

れ
な

が
ら

、
相
変

わ

ら

ず
選

挙
違

反

が
多

い
よ

う
で

す

ね

。

Ｂ
　

そ

の
と

お

り
で

、「

明

る
く
正

し

い
選

挙

」
が
叫

ば

れ
な

が
ら

、

不

幸

な
こ

と

に
、
選

挙
の
度

に

多

く

の
違
反

が
摘

発

さ

れ
、
起

訴

さ

れ
て

い

る

の

が
実

情

で

す
。
今

年

の
選

挙
違

反

に

つ

い

て

は
ま

だ
統
計

が
出

て

い
ま

せ

ん
が
、

衆
議
院

議
員

と
参

議

院

議
員

の
選

挙

が
行

わ

れ
た
昭
和

五
十

八
年

に

は
、

一
万

四

千

九

九
四

人

の
違

反

者

が
検
挙

、
起

訴

さ
れ

て

い
ま

す

。

Ａ
　

選

挙
違
反

の

罪

を
犯

し

て
有

罪
と

な

っ
て
も

、
議
員

や

後
援

団

体

の
幹

部
な

ど

に
と

ど
ま

っ

て

い
ら

れ
る
な

ら
ば

、
違
反

は

「
や

り
得
」

と

い
う

こ
と

に

な

り
ま

せ
ん

か
。

Ｂ
　

そ

ん

な

こ

と

は

あ

り

ま

せ

ん

。
買
収

等

の
悪
質

な

選
挙
違

反

を
犯
し

か

者
に

つ

い
て
有
罪

の

裁
判

が
確
定

す

る
と

、

そ
の

者

が
選
挙

の
当

選
大

で

あ
っ

た

場
合

又

は
当
選

大

の
総
括

主
宰

者
、
出

納

責
任

者
等

で
あ

っ

た

場
合

に

は
、

そ
の
当

選
人

の
当

選

は
無

効

と

さ
れ
、
当

選

大

は

議

員
の

地
位

を
失

う
こ

と

に
な

り
ま

す
し

、
そ

う
で
な

い
場
合

で

も
、

原
則

と
し

て
、
違

反
者

は
選
挙

権
及

び
被
選

挙
権

を

停

止

さ

れ
る

の
で

す
。

Ａ
　

な

る
ほ

ど
、
選
挙

違
反

の
「

や

り
得
」

と

い
う
こ

と
は

な

い
わ

け

で

す
ね
。

し

か
し

、
日

本

の

刑

事
裁
判

は
長

引

く
と
聞

い
て

い
ま

す
。
鉄

は
熱

い
う

ち
に
打

て

と
も

言

い
ま
す

か
ら
、

世
間

の
関

心

の
あ

る
う

ち
に
裁
判

を

し

て
も

ら
わ

な

い
と
困

り
ま

す

ね
。

Ｂ
　

初
め

に

お
断

り
し

て

お
き

ま

す
が
、

一
般
的

に

、
日
本

の
刑

事
裁

判

が
長
引

い
て

い

る
と

い

う

こ
と

は
あ

り
ま
せ

ん

。
通
常

は

、
起
訴

さ

れ
た
後

、
３
箇

月

前

後

で
判

決

が
出

さ

れ

て

お

り
、

こ

れ
は
諸
外

国

に
比

べ
て

も

決

し

て

遅

く

は

な

い

の

で

す

。
た

だ
、
一

部

の
事
件

に

つ

い
て

裁
判

が
長

期
化

し
て

い

る

こ

と
は
事

実
で

あ

り
、
一

部
の

選
挙

違
反

に

つ
い
て

も
同
様

で

す
。

選
挙

違
反

の
事

件
に
限

ら

ず

、
裁
判

は
適
正

か
つ
迅
速

に

行

わ

れ

な
け

れ
ば
な

り
ま
せ

ん

が
、

議
員

の
地

位
に

影
響

を
及

ぼ
す
選

挙
違

反

の
事

件
に

つ
い

て

は
、
こ

の
要

請

が
特

に
強

い

と

い
え

ま
し

ょ
う
。

そ
こ

で
、
法

律
上

も

、
こ

れ
ら

の
事

件

に
つ

い
て

は

、
百
日
以

内

に
裁
判

す
る
よ

う

に
努

め
な

け
れ

ば
な

ら
ず

、
そ
の

裁
判

は
、

他

の
事

件

の
順
序

に

か

か
わ
ら

ず
、
速

や

か
に
し

な

け

れ
ば
な

ら

な

い
と

規

定

さ

れ

て

い

ま

す
。

Ａ
　

選
挙
違

反

に

も

い
ろ

い
ろ
あ

る
と
思

い
ま

す

が
、
軽

い
罪

に

つ
い
て

は
、

簡
易

な
手

続
で

早

く

裁
判

を
す

る
こ

と

が
で

き
な

い
の

で
す

か
。

Ｂ
　

比
較

的
軽
微

な
違

反

で
被

告

人

も
事
実

を

争

わ
な

い
よ

う
な

も

の

に
つ

い
て

は
、
多

く

の
場

合

、
簡
易

裁
判

所

の
略

式
手

続

に

よ
り

、
極

め
て
迅

速

に
裁
判

が
行

わ

れ
て

い
ま

す
。

こ

の
略

式
手

続

と

い
う
の

は
、
正

式

裁

判

と

は
違

っ
て

、
公

判

を
開

か

ず

、
書
面

審
査

に

よ
り
罰

金

等

を
科

す

る
裁
判

で

、
被

告
人

が

そ

の
上

う
な
簡

略

な
手
続

に

よ

る

こ
と

に
同
意

し

た
場
合

に

限

り
行

わ

れ
る
の

で

す
が

、
先

ほ

ど
述

べ
た
昭
和

五
十

八
年

の
選

挙
違
反

の
場
合

に

は
、
約

八
十

三

パ
ー

セ
ン
ト

の
事

件

が
こ

の

略
式
手

続

に
よ

っ
て

迅
速

に
処

理

さ
れ
て

い
ま

す

。

Ａ
　

被

告
人

が
事

実
を

争

っ
て

い

る
よ

う
な
場

合

は

、
迅
速

に
裁

判

を

す

る
こ
と

が
で

き
な

い

の

で
す

か
。

Ｂ
　

被
告

人

が
事
実

を

争

っ
て

い

る

か
ど
う

か

に
か

か
わ
ら

ず

、

略

式
手

続

に
よ

ら
な

い
事

件

に

つ

い
て
は

、
通

常
の
公

判

が
開

か
れ
よ

す

が
、

昭
和
五

十

五
年

か
ら
昭
和
五
十
九
年
ま
で
の
五

年
間

に
、
第
一
審
に
お
い
て
判

決
が
言
い
渡
さ
れ
た
選
挙
違
反

事
件
の
被
告
人
一
人
当
た
り
の

審
理
期
間
は
、
平
均
約
一
年
三

箇
月
で
、
他
の
刑
事
事
件
に
比

べ
て
長
く
な
っ
て
い
る
こ
と
は

争
え
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
に
、

選
挙
違
反
事
件
の
審
理
が
長
く

な
る
原
因
と
し
て
は
、
一
時
に

多
数
の
事
件
が
集
中
的
に
起
訴

さ
れ
る
た
め
、
処
理
に
当
た
る

裁
判
所
や
検
察
庁
や
弁
護
士
の

負
担
が
大

き
い
こ
と
、
事
件
の

内
容
が
複
雑
で
多
数
の
証
人
の

取
調

べ
を
要
す
る
こ
と
等
、
い

ろ
い
ろ
な
事
情
が
あ
る
わ
け
で

す
が
、
前

に
述

べ
た
よ
う
な
法

律
の
趣
旨
を
考
え
る
な
ら
ば
、

関
係
者
の
協
力
に
よ
り
、
で
き

る
限
り

速
や

か

に
審

理

を
進

め
、
裁
判
を
終
え
る
こ
と
が
要

請
さ
れ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も

あ
り
ま
せ
ん
。
裁
判
所
と
し
て

は
、
検
察
官
や
弁
護
人
の
準
備

が
整

い
次
第
、
で
き
る
限
り
連

続
し
て
公
判
を
開
气

計
画
的

に
て
き
ぱ
き
と
証
拠
調
べ
等
を

す
る
こ
と
が
肝
要
で
す
が
、
そ

の
前
提
と
し
て
、
検
察
官
や
弁

護
人
に
お
い
て
も
、
起
訴
後
速

や
か
に
十
分
な
準
備
を
整
え
、

公
判
で
適
切
な
無
駄
の
な
い
立

証
等
を
行
う
と
と
も
に
、
公
判

期
日
の
指
定
そ
の
他
訴
訟
の
進

行
の
面
で
も
、
積
極
的
に
裁
判

所
に
協
力
す
る
こ
と
が
強
く
期

待
さ
れ
る
の
で
す
。

Ａ
　
裁
判
所
だ
け
が
速
や
か
に
裁

判
を
し
よ
う
と
し
て
も
、
な
か

な
か
困
難
な
わ
け
で
す
ね
。

Ｂ
　
刑
事
裁
判

は
、
裁
判
所
が
公

判
で
検
察
官
や
弁
護
人
の
主
張

を
聴
き
、
検
察
官
や
弁
護
人
か

ら
請
求

さ
れ
た
証
人
な
ど
を
法

廷
で
逐
一
取
り
調

べ
る
と
い
う

形
で
進
め
ら
れ
ま
す
の
で
、
検

察
官
や
弁
護
人
の
適
切
な
活
動

や
裁
判
所

に
対
す
る
協
力

が
な

い
限
り
、
い
く
ら
裁
判
所
が
努

力
し
て
も
、
迅
速
な
裁
判
を
実

現
す
る
こ
と
は
困
難
で
す
。
こ

れ
ま
で
も
、
検
察
官
、
弁
護
人

等
の
協
力
を
得
て
迅
速
な
裁
判

が
行
わ
れ
た
事
例
も
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
が
、
全
体
と
し
て
見

る
と
、
理
想
的
な
状
況
に
は
な

お
遠

い
も
の
か
お
り
、
今
後
こ

の
種
の
裁
判
を
一
層
迅
速
に
行

う
た
め
に
は
、
裁
判
所
が
更

に

努
力
を
重
ね
る
こ
と
は
も
と
よ

り
、
関
係
人
の
積
極
的
な
協
力

と
、
こ
れ
ら
に
対
す
る
世
論
の

強

い
支
持
が
必
要
で
あ
る
と
痛

感
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

蓬
田
村

選
挙
管
理
委
員
会
よ
り

贈

ら

な

い

求

め

な

い

受

け

と

ら

な

い

三

無
運

動
で

明

る
い
選

挙
を

々
‥

お知らセ

選
挙
違
反
事
件
の
処
理
に
つ
い
て

歹



体育祭

第

二

十

八
回

村

民

体

育

祭

が

「

つ
よ

い
心
　

つ
よ

い
身

体
」

を

テ

ー
マ

に
村
総
合

運

動
場

で
開

か

れ
ま
し

た

。

当
日

は
天

候

に
恵

ま
れ
、

過

去

最

高
の

Ｉ
、

八
〇

〇
人

が
集

い

、

笑

顔

と
歓
声

の
中

二
七
種

目

に
快

い
汗

を

流
し

ま
し

た
。

結

果

は
、
総

合
で

郷
沢

部
落

、

青
年

会
対

抗

で
高
根

部
落

が
優

勝

し
ま

し

た

が
、
他
の
部

落

と
も
「

こ

の
次

は
、
お
ら
ほ

も

ガ
ン

バ
る

ど
」

と
来
年

へ

の
意
気

込

み
を
語

っ
て

い
ま
し

た

。

村民体育祭 ／夕



種 目 別 順 位 表

優　　　　　　 杯 種　　　　　　 目 優　　勝 ２　　　位 ３　　　位

農業共済組合長杯 中･ 高･ 青ﾘﾚｰ 中　　 沢 阿弥陀川 瀬 辺 地

消　防　団　長　杯 消 防 団 員 リレ ー 郷　 沢 長　　 科 高　　 根

土 地 改 良 区

理　 事　 長　 杯
職 場 対 抗 リレ ー モンキーズ 傘　　松 役　　場

ライオンズクラブ杯 幼　児　リ　レ　ー 長　　科 蓬　　田 阿弥陀川

教　 育　 長　 杯 少　年　リ　レ　ー 蓬　　田 阿弥陀川 瀬 辺 地

体 育 協 会 長 杯 成　人　リ　レ　ー 高　　根 長　　科 郷　　沢

公 民 館 長 杯 高 令 者 玉 入 れ 広　　瀬 郷　　 沢 蓬　　田

村 民 会 議 会 長 杯 少 年 っ な 引 き 郷　　沢 阿弥陀川 長　　科

農 協 組 合 長 杯 宅　　 急　　 便 中　　沢 広　　 瀬 蓬　　田

村 議 会 議 長 杯 部落対抗っ な引き 郷　　沢 長　　 科 瀬 辺 地

商 工 会 長 杯 む か で 競 走 郷　　沢 阿弥陀川 瀬 辺 地

村　　　長　　　杯 部 落 対 抗 リレ ー 瀬 辺 地 郷　　沢 中　　沢

漁 協 組 合 長 杯 青 年 競 技 得 点 高　　根 中　　沢 郷　　 沢

交　 通　 安　 全

協　 会　 長　 杯
入　 場　 行　 進 瀬 辺 地 長　　 科 阿弥陀川

総　　　 合 順　　 位 郷　　 沢
長　　科

瀬 辺 地
阿弥陀川

吋民体 育祭

村民

/ ／



保
育
所
の
交
通
安
全
教
室

保
育
所
で
は
保
育
所
に
通
う
園

児
た
ち
に
、
交
通
安
全
の
知
識
を

身
に
つ
け
る
た
め
、
六
月
十
三
日

午
前
九
時

か
ら
中
沢

に
あ
る
交
通

公
園
で
、
交
通
安
全
教
室
を
開

き

ま
し
た
。
踏
切
の
わ
た
り

か
た
、

信
号
機
の
み
か
た
、
交
差
点
の
わ

た
り
か
た
を
勉
強
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
保
育
所
で
は
、
定

期
的
に
交
通
安
全
教
室
を
行
な
う

予
定
で
す
。

が
ん
ば
つ
て
い
ま
す

マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー

あ
な

た

は
、
蓬

田
村

に

マ

マ
さ

ん

バ
レ
ー

の
ク
ラ

ブ

が
あ

る
こ

と

を

知

っ
て

い
ま

す
か

。

県
民

体
育
大

会

に
、

マ
マ
さ
ん

バ
レ

ー
の
種
目

が

あ
り

、
我

村

も

毎
年

そ

れ

に
出

る
為

に
試
合

前
、

に
わ

か
に
人

集
め

し
て

練
習

し
て

き
た
訳

で

す
。
村

は
村

の

部
で
郡

予
選

が

あ

る
の
で

す

が
、
東

郡
で

は
三
厩

村

が
か
な

り

バ
レ

ー
熱

が

高

く
、

マ

マ
さ
ん

バ
レ
ー

も
さ

か

ん

で
す

。

そ
の

た
め
、

こ
こ

何
年

か
ず
～

と
三
厩

に
負

け
て

い
た

の

で

す

が
、
今
年

こ

そ

は
と

、
熱

い

期
待

を
胸

に
が
ん

ば
り

ま
し

た

。

今
年

は
幸

い
に
も

、
若

い
人

が
集

ま
り
、

み
ん

な
仕

事
、

家
事

と
忙

し

い
中

が

ん

ば

っ

て

く

れ

ま

し

た
。
試

合
前

二
週
間

、

月

、
水
、

金

と
、

一
週
間

は

、
月

～
金

ま
で

と
毎

日

夜
七
時

三

十
分
～

九

時
三

十

分
ま

で
練
習

。

み
ん

な

Ｉ
生
け

ん
命

で

し
た

。

そ
し

て
、

７
月
Ｂ

囗

、
試

合

の

日

で
す

。
一

セ
ッ

ト
目

好

ゲ
ー

ム

の
末

我
村

が
先

取

。
ニ

セ
ッ

ト
、

三

セ
ッ

ト

は
、

い

い
と
こ

ろ
ま
で

行

っ
た

の
で

す

が
、

あ
と
少

し

と

い
う
と

こ

ろ
で

が

ん
ば

れ

ま
せ
ん

で

し
た

。
や

は
り
実

力

の
差

で
し

ょ
う

か
。

く
や
し

涙

が
で

る
程
で

し

た
。

で
す

か
ら

、
来

年
こ

そ

は

ぜ
ひ
と

も
三
厩

に
勝

ち
、
県

大
会

に
出

た
い

も
の
だ

と
、

み

ん
な
思

っ
て

冖
ま

す
。
そ

’
｝で

、「

ベ

レ
ー

ボ
ー

ル
昔

、
少
し

や

っ
か
こ

と

が

あ
る

わ
≒

初

め
て

だ

け
ど

や
っ
て

み
た

い
わ
」
と
思

っ
て

い
る
あ
な
た

ぜ
ひ
ぜ
ひ
い
っ
し
ょ
に
や
っ
て
み
ま

せ

ん

か
。
幸

い
農

業
者

ト

レ
ー

ニ

ン

グ
セ

ン

タ
ー

と
い

う
す
ば

ら
し

い
施
設

も
で

き
、

八
月

か

ら
は
こ

の
施
設

を
活

用
し

て

、

バ
レ
ー
熱

を
高

め
た

い
と
思

い

ま
す

。
今

の

と
こ
ろ

、
毎

週
火

曜

と
金
曜

に

七

時

三
十

分
頃

か
ら
練
習

し
て

い
ま

す
。
一

日

だ
け
で

も
来

て

み
ま
せ

ん
か

。
コ

ー
チ

に
は
、

相
坂

洋

一

さ
ん

と
い

う
す
て

き

な
人

が
、
大

変

熱

心

に

コ

ー
チ

し

て

く

れ

ま

す
。

と
に

か
く
汗

を
流

す

と
気
持

ち

い
い
で

す
よ

。
思

い
切

り
汗

を

流

し
ス

ト

レ
ス
解

消
、

健
康

増

進

と

い
い
こ

と
ず

く
め
で

す

。

ど

う

ぞ
、

マ
マ

さ
ん

バ
レ

ー
、

や
っ
て

み

た

い
と
思

う
方

は
、
長

科

、
小

鹿
成

子
（
2
7－
2
4
4
8

）

ま
で
連

絡
下

さ

い
。

お
待

ち
し

て

い
ま

す
。

婦
人
ス
ポ
ー
ツ
の
集
い

参
加
者
募
集
／

ご
婦

人

で
あ

れ
ば

、
ど

な
た

で

も
参

加

で

き
ま

す
。

○
内

容

○
む
ぎ

わ
ら
帽

子

を
使

っ

た
集
団

演
技

○
レ
ク
リ

ェ

ー

シ
ョ
ン

ダ

ン
ス

○
大
会

期
日
　

十

月
五

日
（
日

）

○
会
場
　

県

営
陸

上
競

技
場

○
練
習

回
数
　

八
月

か
ら

九
月

ま

で
の
間

に
五

回

○
参

加

費
用
　

四

百
二

十
円

（
傷
害

保
険

料

）

参
加

申
込

み

は
、
社

会
教

育
課

ま
た

は
、
各

部
落

の
代

表
者

へ
電

話

一
木

で
け

っ
こ

う
で

す

。

中

沢
　
　
　

坂

本
ア

ツ
子

長

科
　
　
　

藤

本
　

富
子

阿
弥

陀
川
　

八
戸

ゆ
き
子

蓬

田
　
　
　

佐

々
木

博
子

郷
沢
　
　
　

高
田

タ
マ
子

瀬

辺
地
　
　

木

村
留

恵
子

広
瀬
　
　
　

山

舘

み
ち
よ

高

根
　
　
　

八
幡
　

昭
子

大

会
当

日

は
、
花

木

や
、

み
そ

汁

の
無

料
配

布
、

ブ
ラ

ス

バ
ン

ド

の
演

奏

、
そ
の

他
、
多
彩

な
催

し
物

が

あ
り

ま
す

。
ま

た
、
同

日

、
行

な

わ
れ

る
陸
奥

湾

一
周
駅

伝

の

ゴ

ー
ル
地
点

に

も
な

っ
て

い
ま

す
。

今

す
ぐ

、

ケ

ヤ
グ
を
誘

い
合

っ

て
申

込

み
し

て

ネ
／・

待

っ

て

ま

す

。

交通安全教室、ママさんバレー
/ じ？



ご存知ですか建設業関係の皆さん．グ

建設業を営む方々、及び建設現場で働く皆さん、国が作った「建設業退職

金共済制度」をご存じですか。

この制度は、昭和39年に中小企業退職金共済法により作られた制度です。

この制度の特色は、一般の退職金のように労働者が事業所をやめた時支払

われる退職金でなく、建設業という一つの業種の中で慟く限り、事業所に雇

用された期間全部を通算して退職金を支払うという、いわば建設業界ぐるみ

の退職金制度です。

退職金は、国の制度ですから、確実、安全であり、極めて有利な利回りで

計算されています。

現在、全国で12万の事業主、162万人の労働者がこの制度に加入し、退職金

の積立てが行われ、すでに36万人の労働者が退職金を受け取り、その額は600

億円を超えております。

この制度について詳しいことは、下記にお問い合わせ下さい。

記
本県における業務概況

60. 3  . 31 現 在 61. 3  . 31 現在

廴 建設業許可業者数 5,949　　　件 5,770　　　件

２．共済契 約業者数
(1.に対する加入率)

1,736　　　件
(29.2%)

1,738　　　件
(30.0％)

３．被共 済者(労 働者) 数 22,731　　　人 23,064　　　人

59　 年　 度 60　 年　 度

４．退職 金支給

人　　　 員 732　　　人 897　　　人

総　　　 額 175,334　　千円 240,927　　千円

１人平均 額 240　　千円 269　　千円

最　 高　 額 873　　千円 1,187　　千円

建 退 共

青 森 県 支 部
青森市安方二丁目９番13号（建設会館３階）

電話(22)  7  6 1 1 ・(22)  7  6 1 2 番

ご存知ですか建設関係の皆さんが/ぽ



合同観閲式

昭
和

六
十

一
年

度
蓬
田

村

・
蟹

田
町

合
同

観

閲
式

が
盛

大

に
挙
行

さ
れ

ま
し

た
。

午
前

八
時

、
坂

本
祐

一
団

長
臘

指

揮

の
も

と
、
自

衛
隊

音
楽

隊
を

先
頭

に
国
旗

・
村
旗

、
第

一
中

隊

（
蓬
田

）
、
第

二
中

隊
（
蟹
田

）
が

整
然

と
入

場

の
の

ち
、
検

閲

、
機

械
器

具
点

検

、

ポ
ン
プ
操

法

、
分

列
行

進

の
順

に
行

な

わ
れ
、

基
本

動
作

の
訓

練

、
並
び

に
指

揮

高
禄

と
、

車
載

さ

れ
て

い

る
機

械
器

踞

等

の
点
検

、
有

事

に
対
応

し

う

る

規
律

、
現

場
等

の
実

践

に
お

け
る

訓
練

の
成

果

が
披
露

さ

れ
た

。

蓬
田

漁

港

に

お
い
て

は
、

一
斉

放
水

を
実

施
し

、
火

災

に
対
応

し

う

る
機

械

器
具
等

の

整
備
取

扱

い

を
披
露

し

て
く

れ
ま
し

た
。

又

、
こ

の
日

、
永
年

の

功
労

に

対

し
表

彰

、
感
謝
状

が
授
与

さ

れ
、

森

初
男

村
長

よ
り

、
本

日

の
合
同

観
閲

式

を
契
機

と
し

、
今

後

と
も

な

お
一
層

、

郷
土
発

展

と
福
祉

白

上
の

た

め
御
尽

力

さ
れ

る
よ

う
訓

示

が
あ

り
盛
会

に
終

了
し

た

。

受
彰

者

は
次

の
通

り
（
敬

称

略
一

▽
県

知
事
表

彰

、
功

労
章

、
団

摎

坂

本
祐

一
、

永
年

勤

続
功
労

章

、

副

団
長
越

田

悦
夫

▽
県

消
防

恊
会

長
表

彰

、
表
彰

状

、
蓬
田

村

消
防

団

、
勤

功
章

、
本

団

部
長
武

井
は

一

、
分

団
長

八
戸

年

美
、
永

年
勤

続

章

、
本
団

部
長

高
田

栄
他

十

七

名
、
▽
東
青
支
部
長
章
、
班
長
藤

本
巌
他
九
名
、
▽
団
長
章
、
班
長

吉
田
勇
丞
他
七
名
、
▽
村
長
章
、

本
団
部
長
津
島
勲
他
七
名
、
感
謝

状
、
坂
本
勝
美
、
坂
本
斌
農
、
田

中
誠
一
、
佐
井
斉
、
藤
田
生
子
、

以
上
の
通
り
で
し
た
。

合同観閲式 ･／ ぶ



「
今

ま
で

の
蓬
田

の
会

長

と

イ

メ
ー

ジ
違

う
ね
。
」
と
、

県
団

主
催

の

郷
土
建

設

青
年

問
題
研

究

集
会

の
懇
観

会
で

言

わ
れ

た
。「

ン
ー

ん

だ

べ
な
。
」

と
答

え
た

。

私

は
割

と
変

っ
た
人

間
で

す

。

少

な

く
と
も

一

般
的
で

は

な
い

ら

し

い
。
特

に
奇
を

て

ら
っ
て

も

い

な
い
し

、
変

態

で
も

な

い
が
…

。

そ

ん
な
私

か

、
今
年

の
蓬

青
協

（
蓬

田

村

青

年

団

体

連

絡

協

議

会

）

の
会
長

を
務

め

さ
せ
て

も

ら

っ
て

い
ま

す
。
・：
多
少

の
手

違

い

の
結

果
…

。

で
も
や
る
か
ら
に
は
、
役
員
の

一
人
ひ
と
り
、
団
員
の
一
人
ひ
と

り
に
「
今
年
は
良
か
っ
た
、
楽
し

か
っ
た
」
と
思

っ
て
欲
し
い
し
、

自
分
も
思

い
た
い
。
ペ
ス
ト
を
尽

す
つ
も
り
で
す
。
そ
し
て
皆
に
望

む
事
は
。

私
は
、
青
年
団
と
は
、
様
々
な

行
事
を
通
し
て
自
分
を
磨
き
、
成

長

さ
せ
る
場
だ
と
思
っ
て
い
る
。

色

ん

な
所
へ
行

っ
て
、
色

ん
な

人
々
の
色
ん
な
考
え
を
聞
き
、
自

分
を
ぶ
つ
け
て
相
手
の
良
い
所
を

吸
収
し
、
自
分
の
欠
点
に
気
づ
き

直

し
て
行

く

。

こ
れ
で

す
よ

。
自

分

と
気

の
合

う
友

達

と
ば

か
り

い
て

は
気

づ
か

な

い
事

が
い

っ
ぱ

い
あ

る
。

一
見

気

に
く

わ
な

い
様
な

奴

と
話

を
し

て

み
れ
ば

、
割

と

い
い
奴

だ

っ
た

り
し

て
、
新

し

い
世
界

が
見
え

て

き
て

、
自

分
も

一
回

り
大

き
く

な

れ

ま
す
。

そ
し

て
そ

の
為

に
は
自

分
の
気

持

を
白
紙

に

し
て

お

か
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。
我

を
張

っ

た

り
、
負

け

な

い
ぞ
、

と
構
え

た

り

し

て

は

相

手

か

ら

吸

収

で

き

な

い
。
互

い
の
ト
ゲ

と

ト
ゲ

が
刺

さ

り

合

っ
て
気

ま

ず
く

な
る
だ

け
で

お
互

い
に

マ
イ
ナ

ス
で

す

。
こ

れ

は
忘

れ
な

い
で
欲

し

い
。
先

入
観

で

人
を
判

断
し

話

を
し

て
も

、

お

互

い

に
マ
イ

ナ
ス

だ
と

い
う

こ
と

を

…
…

。

又

、
蓬

田

に
骨

を
う

ず
め

る
と

決

め
た
人

は

、
ぜ

っ
た

い

に
入

る

（
蓬

青
協

に
）
　べ
き
だ

と
思
う

。

道
を

歩

い
て

い
て

、
知
ら

な

い
人

ば

か
り
だ

っ
た

ら

つ
ま

ら
な

い
。

「

オ

ウ
々
‥
ヒ

ロ
ノ

ブ
だ

い
な

。
ど

う
し

や
で

。
」
と
声
を

か
け

ら

れ
れ

ば
、

う
れ

し

い
も
ん

で
す

。
そ

し

て
、

そ
の
中

か

ら
本
当

の
友

達

を

見

つ

け
れ

ば
い

い
。
年

令

な
ん

て

関

係

な

い
よ
。
年

と

っ
て

も
我

の

固

り

も

い
れ
ば
、

若

く
し

て
、

し

っ
か
り

し

た
人
も

い

る
か

ら
。

私

は
、
「
青

年
団

」
と
い

う
響

き

か
ら
受

け

る
イ

メ
ー

ジ
で
、

と

っ

て

も
感

覚
的

に
く

さ

そ
う

な
気

が

し
て

い

や
だ

っ
た
。

今

か
ら
四

・

五
年
前

だ

っ
た

。

だ

が
、
今

は
会
長

を
し

て

い
る
。

な

ぜ
か
？

。

い
や

い
や
会
議

に
行

っ

た
時

、

す
ご

く

い
い
雰

囲
気

の

中

で

、

い
い
目

を
し

た
人

達

が
、

熱

っ

ぽ

く
笑

顔

で

議

論

し

て

い

た

。
た
ま

に

は
本

気

で
怒

っ
て

。

「
な

か
な

か
、
い
い

も
ん

だ
ね

え
」

と
思

っ
た

。
そ

れ
が

き

っ
か
け

で

今

に
至

っ
て

い
る
。

魅
力

的

な

い
い
先
輩

が
い

い
後

輩
を
育

て

る
。
私

も

そ
う
で

あ

り

た

い
。

青
年

団

の
魅
力

は

、
こ

ん
な

ス

ペ

ー
ス
で

は
書

き
き

れ
な

い
。

ま

だ
知
ら

な

い
人

は
、
自

分

の
目

で

確

か

め
て

み
ろ

。
ま

ず
触

れ
て

み

ろ
。
絶

対
損

は

な
い

は
ず

だ
。
逆

に
知
ら

な

い
人

は
損
だ

と
思

っ

て

い
る
位

で

す
。

加
え

て
、

今
入

っ

て

い
る
人

に

は
、

も
っ

と

ぶ
つ
か

り
合

お
う

と

言

い

た
い

。
少
な

く

と
も
私

は
自

分

を

ぶ
つ
け

て

い
く

、
私

も
ま

だ

ま
だ
だ

か

ら
。

そ
し

て
、
私

の
信

条

で
あ

る
「
後

悔

と
言

い
訳

の
無

い
人

生
」

の
実

践

を
し

、
年
末

に
は

「
充

実

」
を

味

わ

い
た

い
と
思

う
。

最
後
に
も
う

匸
言
。
酒
を
飲
み

た
い
奴
は
飲
み
に
来

い
。
彼
氏
彼

女
を
見
つ
け
た
い
奴
は
そ
れ
で
も

い
い
。
動
機
は
不
純
で
も
い
い
。

人
と
の
か
か
わ
り
の
中
で
自
分
の

小

さ

さ
に

気

づ
く

か
ら
…

。

で

も
や

っ

ぱ
り

「
楽

し

く
な

け
れ

ば

青

年
団

じ

や
な

い

が
」

談話 室

中
小
企
業
者
の
皆
さ
ん
へ

融
資
制
度
の
お
知
ら
せ

蓬
田
村
で
は
、
青
森
県
信
用
保

証
協
会
と
協
調
し
て
次
の
よ
う
な

特
別
保
証
制
度
を
実
施
し
て

お
り

ま
す
。
特
別
保
証
制
度
は
有
利
に

な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
是
非
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

○
　

簡
易
小
口
資
金

剛
保
証
金
額

三
〇
〇
万
円
以
内

②
資
金
使
途

運
転
・
設
備
資
金

③
保
証
期
間

五
年
以
内

㈲
利
　
息

金
融
機
関
と
の
所
定
利
率

㈲
保
証
料

年
率
〇
・
九
五
％

お
問
合
せ
先

青
森
県
信
用
保
証
協
会

ｚ 歹･

談話室ヤングメッセージ



暮
ら
し
の
中
で
行
政
に
対
す
る

意
見
・
苦
情
・
要
望
は
あ
り
ま
せ

ん
か
、

総
務
庁
青
森
行
政
監
察
事
務
所

青
森
市
新
町
二
丁
目
四
－

二
五

行
政
苦
情
一
一
〇
番

○
一
七
七
－

三
五
－

一
一
〇
〇

総
務
庁
で
は
、
行
政
相
談
制
度

に
つ
い
て
、
広
く
皆
様
方
の
ご
理

解
と
認
識
を
深
め
て
い
た
だ
く
た

め
、
全
国
一
斉
に
、
来

る
十
月
十

二
囗
（
日
）
か
ら
十
八
日
（
土
）

ま
で
を
「
行
政
相
談
週
間
」
と
定

め
、
こ
の
間

い
ろ
い
ろ
の
行
事
を

実
寇

い
た
し
ま
す
。

○

お
困

り
に

な
っ
て

い

る
こ

と

○
納

得

の
い

か
な

い
こ

と

○
希

望
し

た

い
こ

と

な
ど

が
あ

り
ま
し

た

ら
「
無

料
」

で

「
迅

速
」

に
し

か
も

「
秘

密
」

を
守

り
、

親

身

に
相

談

に
応

じ
て

お
り
ま

す
の

で
、
当

事

務
所

ま
た

は
地

元

の
行
政

相
談

委
員

ま

で
、

お
気

軽

に
お
申

し
出
下

さ

い
。

蓬
田
村
大
字
蓬
田
字
汐
越

七
十
一
の
七

室
谷
　
　
清

ｍ
二
七
－

二
二
三

な

お
、行

政

相
談

委
員

の

方
は

、

次

の
場
所

で
行

政

相
談

所
を
開

き

ま

す
の

で
、

お
気
軽

に
お
出

か
け

く

だ

さ
い
。

行
政
相
談
所
開
設

○
日
時
　
十
月
十
三
日
～
十
五
日

（
三
日
間
）

午
前
九
時

か
ら

午
後
三
時
ま
で

○
場
所
　
蓬
田
村
中
央
公
民
館

相
談
室

行
政
相
談
と
は
、

例
え
ば
…
…
…
年
金
、
登
記
、
社

会
保
険
、
生
活
保
護
、
道
路
、
公

害
、
教
育
、
鉄
道
、
電
話
な
ど
の

相
談
で
す
。

ぼく名前は「トム」　シバ犬の３才

坂本勝美さん家で生まれ、現在吉田きみさん家に

住んでいます。もの心ついてからバイクが好きで、

ご主人が農作業に出かける時などいつも乗って行き

ます。

でも、ヘルメットの着用が義務づけられたので最

近こまっています。どなたか、ぼくに合うヘルメッ

トを知りませんか。？

１。開館時間

午前９時から午後９時まで

２．休館日

毎週月曜日

年末年始（12月29日から翌年１月３日まで）

３．使用上の手続き

（1） 使用の申込みは、当センターに直接おいでに

なって所定の手続きをしてください。

（2） 使用料は前納していただきます。

ただし、村内の方のみ当分の間無料とします。

※　ご不明な点は、当センターへお問合せ下さい

TEL(0174)27-3010

談話室

出
稼
者
事
故
見
舞
金
制
度

へ
の
加
入

○
加
入
申
し
込
み
は
、
本
人
又
は

代

理

人

で
も
で

き

ま
す
。

（
役

場

の
窓

口
で
受
付

け

）

○
掛

金

は
一

人
年

間

六
〇

〇

円

火
　

災

見
舞
金

障
　

害

見
舞
金

傷
　

病

見
舞
金

死
　

亡

見
舞
金

種
　
類

加
入
者

の
出
稼
就
労
先
宿
舎
の
火
災
で
加
入
者
に
著

し
い
損
害
を
生
じ
さ
せ
た
も
の

加
入
者

の
留
守
宅
の
火
災
に
よ
る
焼
失
（
半
焼
以
上
）

出
稼
中

に
お
け
る
負
傷
又
は
疾
病
に
よ
る
障
害
で
通

常
の
就
労
を
不
能
と
す
る
程
度
の
も
の

出
稼
中

に
お
け
る
負
傷

又
は
疾
病
で
休
業
療
養

を
要
す

る
も
の

出
稼
中
（
出
発
か
ら
帰
宅
ま
で
）
に
お
け
る
死
亡
、

た
だ
し

、
一
時
帰

省
中
の
死
亡
を
除
く
。

事
　
故
　

・
　
災
　

害
　

の
　
程
　

度

一
月
以
上
三
月
未
満
で

あ
る
も
の

三
月
以
上
六
月
未
満
で

あ
る
も
の

六
月
以
上
で
あ
る
も
の

言
、口
呂
円

（
つ
、
只
古
円

二
呂

、
呂
つ
円

五〔
】、
只
盲
円

六
つ
、
呂
つ
円

（
つ
、
只
古
円

五
呂

、
只
古
円

給
付
金

※
詳
し
く
は
、市

役
所
、町
村
役
場
に
お
問
合
せ
く
だ
さ

い
。

行
　

政
　

相
　

談

役
所
の
仕
事
に
関
し
て
、

行
政
相
談
委
員

/／

見
舞
金
早
見
表

蓬田村農業者

トレーニングセンター使用案内



昭和61年度 蓬田村連合婦人会役員名簿

昭
和

六
十

一
年

四
月

一
日

の
総

会

に
於

て

、
蓬
田

村
連

合
婦

人
会

の
新
役

員

が
左
記

の

と

お
り
選
任

さ

れ

ま

し

た

の

で

ご

報

告

し

ま

す
。尚

、

本
年

度

の
主

な
事
業

は
、

村

内

美
化

運
動

の
一

環
と
し

て

、

六
月

に
村
内

全
域

に

わ
た

り
花

植

え
を
実

施
し

ま

す
。
年

間

を
と

お

し
て
地

域

の
あ

き
缶
・
ゴ
ミ

拾

い
。

施
嵒

仞
問

は

、
六
月

、
中

山
荘

へ

お
し

め
そ
の
他

を
持

参
し

て
慰

問

し

、
十

一
月

の
青

少
年

月
間

に

は
、
日

夜

、
愛

を
こ

め
て

ひ

と
針

運
動

に
御

協
力
下

さ
い
ま

し
た
手

編
の
靴

下

を

お
届
け
し

、

激
励

に

う

か
が

い
ま

す
。
今

年

は
、
特

に

昨
年

に
続

き
減

塩
運
動

に
力

を
入

れ
、
村
内
の
健
康
管
理
に
あ
た
り

ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
ね
が
い

申
し
上
げ
ま
す
。

又
、
地
域
環
境
浄
化
に
対
応
す

る
活
動
と
し
て
、
青
少
年
健
全
育

成
に
か
か
わ
る
事
業
も
強
化
し
て

い
き
ま
す
の
で
、
各
々
の
地
域
に

お
い
て
参
加
・
協
力
を
お
ね
が
い

し
ま
す
。

婦
人
の
立
場

か
ら
、
日
常
生
活

の
上
で
、
県
産
品
を
愛
用
し
、
又

村
の
特
産
物
を
村
外
へ
送
り
、
ふ

る
さ
と
の
味
、
お
ふ
く
ろ
の
味
を

届
け
る
よ
う
啓
蒙
し
ま
し
ょ
う
。

尚
、
婦
人
会

に
は
次
の
部
会
か

お
り
、
活
発
に
活
動
し
て

い
ま
す

の
で
、
ご
紹
介
し
ま
す
。

○
研
修
部

j殳　丿陬　 名 氏　　名 電話番号 部 落 名

会　　長 二唐美代子 27  ― 2493 蓬　　 田

副 会 長
μ

村上　江美 27  ― 2446 長　　科

工藤　久子 27  ―  2418 中　　沢

理　　事 ○工藤　久子
坂本　弘子
吉田　重子

27  ―  2418

27  ― 2414

27  ― 2411

中　　 沢

μ

μ

○村上　江美
藤本　 とし
藤本　みち

27  ― 2446

２７一2014

２７一2443

長　　 科

μ

μ

○八戸　幸子
青木　 きみ
青木ミツノ

27  ― 2007

27  ― 2464

27  ― 2874

阿‘弓尓陀 川

μ

μ

○1青水　幸子
1青水キクァー
1聿島　っえ

27  ― 2013

27  ― 2015

27  ― 2848

蓬　　 田

μ

μ

○福田　　和
大宮　言江
畠山　あさ

27  ― 2209

27  ― 2056

27  ― 2562

郷　　 沢

μ

μ

○ﾉ｣ヽ野富美子
山舘　澄子

27  ―  3211

27  ―  2337
瀬 辺 地

μ

石山　慶子 27  ―  2621 広　　 瀬
高　　 根

μ

μ

事務局長 清水　幸子 27  ― 2013 蓬　　 田

書　　記 八戸　幸子 27  ― 2007 阿弥陀川

会　　計 佐々々木博子 27  ― 2220 蓬　　田

監　　事 /｣ヽ野　弘
子

木村留恵子

27  ― 2571

27  ― 2784
郷　　 沢
㈲ 辺 地

＊　○印は部落会長

し
み
じ
み
と
語
り
合
い
た
き
年
今
に
き
て

征
き
に
し
人
の
声
音
お
ぼ
え
ず

こ
こ
ろ
寄
せ
し
人
も
六
十
路
と
な
り
給
ひ

わ
が
は
む
ら
に
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。



戸籍の

窓　口
(蓬田村の人口:4,369 人)

２ 月 ～ ７ 月 受 付 分

（ 中道　　 哲　 （鰺 ヶ沢 町）

坂本　 人 子　 （中 沢）

（ 石 川　 修一　 （青森 市）

木村由 美子　 （瀬辺 地）

（ 三 浦　 辰彦　 （長科 ）

船 橋　 郁子　 （平内 町）

O 永坂　勝 春　 （小 泊村 ）

II畸日 登美　 （広瀬）

（ 青 木　 光成　 （富 山県 ）

南　 久 美子　 （中 沢）

（ 越 田　正 一　 （広瀬）

西 澤　里 香　 （小 泊村 ）

（ 青木　 国 雄　 （阿 弥陀 川）

須藤 いっ 子　 （青 森市 ）

（ 畠山　 春彦　 （郷 沢）

今井 由美 子　 （大 鰐町 ）

（ 相坂　 義隆　 （広瀬 ）

石 岡　 谷子　 （蟹田 町 ）

（ 細谷　　 聡　 （蓬田 ）

加 藤千 賀子　 （蟹田 町）

（ 坂 本　　 亮　 （中沢 ）

青 木　 露子　 （阿弥 陀川 ）

（ 高 田　　 昭　 （郷沢 ）

溝 江　幸 子　 （青森 市）

（ 塩 谷　久 志　 （青 森市 ）

久 慈　敦 子　 （瀬 辺地 ）

（ 川口　 浩 二　 （山 口県 ）

小鹿　 洋 子　 （長 科）

（ 大 友　 洋一　 （北 海道 ）

山舘 美千代　 （瀬辺 地）

（ 相 坂　 宏明　 （広瀬 ）

小 川　 昌子　 （東通 村）

（ 木 村　 洋一　 （瀬辺 地）

長 内都 志子　 （青森 市）

（ 川 内　義 一　 （阿弥 陀川 ）

小 山　朋 子　 （瀬 辺 地）

（ 大 川　 光秋　 （青森 市）

柿崎　 良 子　 （広瀬 ）

（ 川 内　 錦吾　 （阿弥 陀川 ）

寺 嶋冨 士子　 （平 内 町）

（ 泉　　 憲 光　 （中 沢）

赤平　 春 子　 （青森市 ）

(住民登録者についてのみ掲載)

戸籍の窓口

（ 山 口　 智博　 （青森 市）

木戸 美 智子　 （瀬 辺 地）

（ 野田 頭 秀明　 （東北 町）

小野 寺文 子　 （高根）

（ 三 上　　 正　 （中 沢）

鎌田　 敬 子　 （青 森市 ）

（ 久保 田健 蔵　 （広 瀬）

/卜野　 智 子　 （郷 沢）

（ 鎌 田　 恆之　 （広瀬 ）

久 慈　 歌栄　 （広瀬 ）

（ 吉 田　 博文　 （青森 市 ）

宮 田　 秀子　 （蓬田 ）

（ 越 田　 俊春　 （瀬 辺 地）

西 村 サト子　 （田子 町）

（ 小鹿　 俊 二　 （平 舘 村）

中野 志津 子　 （瀬 辺 地）

（ 大矢　 忠 雄　 （青 森 市）

川崎　 裕 美　 （広 瀬）

清水　華子　（淳範・２女）

久慈　弥生　（徳明・長女）

工藤　毅士　（斉毅・長男）

葛西　真広　（満磨・長男）

乳井　　梓　（智一・長女）

山舘　理世　（昭一・２女）

芳賀　　峻　（作　・長男）

八戸　裕旭　（孝二・２男）

相坂　侑希　（洋一・長男）

武井　歩里　（光雄・２女）

久慈　織江　（一司・２女）

越田　直哉　（俊春・長男）

張山　宜史　（陽一・長男）

青木　拓道　（繁一・長男）

柿崎　有香　（健一・長女）

木村　直子　（修　・２女）

山谷　尚裕　（松雄・長男）

八幡　　徹　（健一・長男）

北川　瑞紀　（治　・長女）

森　かおり　（秀夫・２女）

久慈まどか　（一成・長女）

大橋　　泉　（孝男・２女）

小鹿　徳之　（博文・２男）

○お誕生おめでとうございます

○ご結婚おめでとうございます

○お悔み申し上げます

越田　ミサ　（広瀬・68歳）

森　　サヨ　（阿弥陀川・82歳）

飯田傳次郎　（瀬辺地・65歳）

福浦　ヨシ　（広瀬・49歳）

遠田ヤスオク（瀬辺地・85歳）

中川　リン　（郷沢・82歳）

柿崎　松雄　（広瀬・51歳）

濱田喜代作　（蓬田・76歳）

福田　きみ　（郷沢・58歳）

川内　文雄　（阿弥陀川・44歳）

武井三治郎　（蓬田・65歳）

工藤ハルヱ　（郷沢・44歳）

坂本　タマ　（長科・83歳）

佐井　カン　（広瀬・84歳）

坂本今朝男　（中沢・44歳）

/汐
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文
芸
欄

川
　
柳

葉
桜
を
静
か
に
散
歩
老
夫
婦

踝
具
干
し
て
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り
床
で
結
宇
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踊
町

子
の
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去
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涙
も
消
す
ラ
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ト
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優
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旗
受
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る
主
将
の
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ざ
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ゆ
れ
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暮
天
と
言
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れ
て
こ
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そ
力
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め
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天
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め
し
み
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そ
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ザ
母
老
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る
’
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